
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 第 24 回関東大学女子サッカーリーグ戦 1部で奮闘中の尚美学園大学。第 2節は昨年度の関東覇者である 
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神奈川大学との一戦だ。神奈川大学は、中盤であまりボールを繋がずにＤＦからロングボールを蹴りこむ 

形を得意とするチームである。この試合も、尚美学園大学のＤＦラインの裏を突くボールを蹴りこんで 

きた。尚美学園大学は、その攻撃に対してＤＦラインの早めの準備と連係プレーで対応。奪ってからの 

速い攻撃で、神奈川大学ゴールへと迫るが互いに決定機を決めきれず一進一退の攻防が続き、そのまま 

試合終了。武蔵丘短期大学戦に続き、引き分けとなった。続く第 3 節、昨年度日本一の早稲田大学は 

開幕から大差をつけての 2 連勝中。厳しい試合が予想された。しかし、前半開始直後から尚美学園大学の 

速いプレスが効き、個人技の高い早稲田大学に好きにやらせず、逆に何度も早稲田大学ゴールへと迫る。 

このまま先制点を奪えるのではと期待が膨らむが、一瞬の隙を突かれ先制点を許してしまうと、0－1で前半 

終了。後半に入ると尚美学園大学の 

プレスが徐々に遅れ始め、早稲田大学 

が主導権を握り始める。体を張って必死に守る尚美学園大学であっ 

たが、耐え切れず 3失点。0－4で今シーズン初黒星を喫した。第 4 

節の日本体育大学戦は、雷雨のため延期となった。リーグ前半戦を 

終え、現在 6 位につける尚美学園大学。消化試合数が違うものの、 

インカレ出場権を得るためには、そろそろ勝利が欲しいところ。リ 

ーグは 3週間の中断期間をはさみ、10 月 17 日（日）に再開する。 

全員で戦う尚美学園大学の熱い戦いぶりに注目だ。 

尚美祭と同日開催となった

この一戦。筑波大学は今季負

け無しの 3 連勝中！ホーム

の後押しが必要です！皆さ

んの力が必要です！ぜひ、グ

ラウンドへ！ワールドカッ

プの興奮を再び・・・熱い気

持ちになれること間違いな

しです！一緒に勝利を掴み

ましょう！！！

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ピッチに立つ 11 人、ベンチで見守るスタッフと選手、そしてスタンド

からはベンチに入れなかったメンバーのこれでもか！ってほどの大声

援。全員で戦う尚美にはいつも笑顔が溢れています。創部 5年目、尚美

というチームの伝統ができ始めました。ぜひ一度、尚美を見に来てくだ

さい！特に 10 月 24 日（日）は、大学最大のイベントである尚美祭と同

日開催となります。尚美という大学も知って頂けるチャンスだと思いま

すので、ぜひ、尚美祭にお越しいただき、私たちの試合も応援していた

だければと思います。今後とも、あたたかい応援を、ぜひともよろしく

お願い致します。    尚美学園大学女子サッカー部 吉田 葵

   

 

 

 第 32 回関東女子サッカー選手権大会が 10 月 2日（土）に開幕。この大会は、日本で一番大きな女子 

サッカーの大会である全日本女子サッカー選手権大会（男子で言うと天皇杯）の関東地区予選になる。 

関東女子サッカーリーグ所属の 8チームと、関東各都県代表の 8チーム、計 16 チームがトーナメント 

形式で優勝を争う。尚美学園大学は、6・7月に行われた埼玉県代表決定戦で優勝し、埼玉県代表の権利 

を獲得。4年連続 4回目の出場となる。過去最高成績は、初出場時のベスト 8。今大会ではベスト 4、 

そして上位 2 チームに与えられる全日本女子サッカー選手権大会への出場権獲得を目指す。 

 初戦の相手は現在関東女子サッカーリーグで 4位につける東京都のクラブチーム、FC PAF。前線からの速い 

プレスとロングボールの蹴りこみでチャンスを作り出す FC PAF に対し、尚美学園大学も大きな展開で応戦。 

前半のうちに 2点を奪い試合を優位に進める尚美学園大学は、後半に 1点を失い一点差とされるもなんとか逃げ 

切り 2－1で 2 年ぶりに初戦突破を果たした。翌日行われた準々決勝は、昨年のこの大会で 2－3 と接戦の末に敗れた 

日テレ・メニーナとの対戦となった。前半は互いにチャンスを作り出すも決めきれず、一進一退の攻防が 

続き、0－0。後半に入ると徐々にペースを握り始めた日テレ・メニーナが 

尚美学園大学ゴールに何度も襲い掛かると、尚美学園大学ＤＦがたまらず 

ペナルティエリア内でファウル、日テレ・メニーナにＰＫを与えてしまう。これを冷静に決められ 0－1。 

何とか反撃に出る尚美学園大学であったが、勢いに乗る日テレ・メニーナを抑えることができず、 

さらに 1失点。0－2で敗れ、ベスト 4進出を逃した。 

 

 

 

 

                第 65 回国民体育大会が 9 月 25 日（土）に開幕。尚美学園大学女子サッカー部からは埼玉県 7 名、 

             神奈川県 4名、広島県 2名の合計 13 名の選手が出場した。昨年に引き続き、本大会出場となった神 

奈川県選抜は、一回戦の熊本県選抜戦を 7－0で快勝し準々決勝へと進出。準々決勝では、吉備国際 

大学のメンバーで構成される岡山県選抜と戦い、3－6で破れベスト 4 進出を逃した。埼玉県選抜は、 

静岡県選抜と対戦し 0－3、広島県選抜は新潟県選抜と対戦し 1－2 と、ともに初戦敗退となった。 

１０戦５勝４敗１分

◆第 24 回関東大学女子サッカーリーグ戦 1 部 

  尚美学園大学  0－0  神奈川大学       △ 

          0－4  早稲田大学       × 

◆第 32 回関東女子サッカー選手権大会 

  尚美学園大学  2－1  ＦＣ ＰＡＦ      ○ 

          0－2  日テレ・メニーナ    × 

◆第 18 回埼玉県女子サッカーリーグ 1 部 

  尚美学園大学ピンクス 11－0 戸木南ボンバーズ   ○ 

              1－0 大宮エンジェルス  ○ 

◆練習試合（各試合とも試合総本数での得点結果となる） 

  尚美学園大学  7－1  つくばＦＣ       ○ 

0－4  日本航空高校      × 

           3－6  湘南学院高校      × 

           5－0  埼玉栄高校       ○ 


